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Ⅰ はじめに
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教育 ： 島根大学教育学部社会科教育専攻（地理学担当）
研究 ： 中山間地域に関する研究 集落・コミュニティに関する研究



研究室の分室「ラボ」

4

１号「松平ラボ」（江津市）

２号「邑南ラボ」（邑南町） ４号「飯南ラボ」（飯南町）

３号「奥出雲ラボ」（奥出雲町）

５号「さだラボ」

（出雲市佐田町）

６号「さよラボ」（佐用町）



Ⅱ 地域の縮小に対する
基本的な対応方策
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人口減少によって生じる地域課題
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日本の出生者数・合計特殊出生率の変化

7

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

19
50
年

19
52
年

19
54
年

19
56
年

19
58
年

19
6

0
年

19
6

2年

19
6

4
年

19
6

6
年

19
6

8
年

19
70
年

19
72
年

19
74
年

19
76
年

19
78
年

19
8

0
年

19
8

2年

19
8

4
年

19
8

6
年

19
8

8
年

19
9

0
年

19
9

2年

19
9

4
年

19
9

6
年

19
9

8
年

20
0

0
年

20
0

2年

20
0

4
年

20
0

6
年

20
0

8
年

20
10
年

20
12
年

20
14
年

20
16
年

20
18
年

20
20
年

20
22
年

出生数（人） 合計特殊出生率

1950年 3.65
1955年 2.37
1960年 2.00
1965年 2.14
1970年 2.13
1975年 1.91
1980年 1.75
1985年 1.76
1990年 1.54
1995年 1.42
2000年 1.36
2005年 1.26
2010年 1.39
2015年 1.45
2019年 1.36
2020年 1.33
2021年 1.30
2022年 1.26

2040年 1.43
（推計）

（厚生労働省「人口動態統計」より作成）

2023年出生者数：75万8,631人



中山間地域に求められる対応

8

地域の持続

＜量的対策＞

人口の維持
減少幅の縮小

自然減の縮小

＜質的対策＞

人口減少に対応
できる地域の
「縮充」

社会減の縮小

×死亡率の低下

◎出生率の上昇

△転出者の抑制

◎転入者の増加

地域負担の軽減

新たな価値軸の創造

地域課題解決・
地域資源活用

◎DXの導入

◎地域役割見直し

◎地域運営組織構築

【個人・地域】

【個人・国】

【地域・国】

【地域・国】

【国・地域】

【地域】

【地域】

＜これから＞
地域の縮小を前提とした

中山間地域

＜これまで＞
伝統的な地域の仕組みの
維持を前提とした

中山間地域

【対症療法的アプローチ】

【根本療法的アプローチ】

（いわゆる人口減少対策）

（これから目指す地域政策）



「縮充」の定義と「縮充」社会の構築
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（作野広和（2023）：これからの過疎地域が歩むべき道－「縮充」社会の構築．自治法務セミナー，2023年８月号，pp.2-7.）

■「縮充」の定義

「地域を持続させるために必要な最低限の人口を

維持するとともに，人口が減少することを前提として

豊かに暮らしていく仕組みづくり」

[縮] 将来を見据えて、これまでの
やり方や考え方を変えていくこと

[充] 「楽しさ」「やりがい」「若者の参画」
 「女性の活躍」「関係人口推進」などが
重要なキーワード



集落の小規模・高齢化：広島県の予測

10（2024年「広島県における今後の集落対策最終とりまとめ」資料編より転載）

2019年 9世帯以下の集落 2050年 9世帯以下の集落（推計）

無住化の懸念

1～4世帯

5～9世帯



Ⅲ 集落生活圏・小さな拠点・
地域運営組織の必要性
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時代の変化で
新たに増える
対応すべき要素

「自助」にウエイトを置き
過ぎると世帯間・個人間の
格差が大きくなる

個人
（自助）

市場
（サービス）

地域
（共助）

行政
（公助）

公的支援の低下
（財政事情等）

民間サービスの低下
（市場原理）

地域力の低下
（人口減少・
高齢化）

「行政」（公助）も，「市場」（サービス）も縮小 → 「共助」の必要性

住民・行政だけではなく
みんなで地域を守る
本当の意味の
「共助」が必要

「互助」の限界
↓

新たな仕組み
↓

地域運営組織

12



13（国土交通省資料より転載）

中山間地域：集落生活圏・小さな拠点・地域運営組織の三位一体

集落生活圏

小さな拠点

小規模・高齢化していく集落を
交通ネットワーク等で結び
概ね小学校区程度の地区単位で
暮らしを維持していく仕組み

集落生活圏内における基幹集落に
行政機能，教育機能，購買機能，
医療・福祉機能を担保することにより
暮らし続けられる集落生活圏を維持

地域運営組織
集落生活圏を維持するために，地域に
関わる多様な人や組織が協力し，主体
的に地域課題解決や地域資源活用に取
り組む組織



住民の身近な範囲＝地区

女性団体

スポーツ・
文化団体

学校

子ども会

青年会

老人会

社会教育施設

民生・児童
委員

福祉関係
施設・団体

地域づくり
組織

地域運営組織

自治会・
町内会

地域住民

PTA

商店・工場

事業所・
ＮＰＯ等

放課後
子ども教室

郵便局・JA
公的機関

行政

協働

14

地域の自治に行政も責任を
もって関わることのできる
パートナーが地域運営組織



地域運営組織の一般的な構造

15

総会(または代議員会)

≪役員会≫

会長

副会長

役員

地区住民（集落）・各種団体

事務局
(常設) 監事

Ａ課

Ｂ課

Ｃ課

Ｄ課

地域運営組織

事業者

大学等

合同会社

地区内外の
多様な主体

町

連携

連
携

協議機能

実行機能

地域計画
（中長期的なビジョン）

策定・見直し
ビジョンに基づき
事業を計画

ＮＰＯ

一括交付金

￥

集落に望む機能 ・近所との親睦 ・資産の管理 ・有事の助け合い

②

①

③

④ サポート参画

安心づくり
防災・福祉・交通等

地域づくり
農業・定住等

人づくり
人材育成・生涯学習

連携

Ｃ団体

Ｂ団体

Ａ団体

地区より広域
の地域団体

連携

計画・
事業の承認

⑥

⑤

15

＜地域運営組織の特徴＞
①協議機能
②実行機能
③常設の事務局
④部会等による機動的運営
⑤地域計画にもとづく運営
⑥安定的な運営資金

部会制，プロジェク
ト制等，機動的な
運営ができる体制
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自治会（町内会）と
地域運営組織の関係

（宍粟市「参画と協働のまちづくり指針」より転載）

(1)自治会組織参画型 (2)自治会代議員型

(3)自治会組織構成型 (4)自治会連携型

自治会ができることは
これまで通り自治会が担う

↓
自治会ができないことを補う地域運営組織

（総社市ＨＰより転載）



地縁型組織と地域運営組織の比較

17
注：既存の地縁型組織，地域運営組織のいずれも典型例を示したものである。

実際の組織は多様であるため，全ての組織にあてはまるとはいえない。

地域運営組織：RMO：Regional Management Organization



地域づくりの方程式→地に足のついた行動を確実に実行していく

地域課題
の解決

地域資源
の活用

女性、若者、子どもの参画がポイント

①組織づくり
地域運営組織等

②拠点づくり
コミュセン
公民館

＜第１ステップ＞

＜第２ステップ＞
③計画づくり
地域づくり計画

④人づくり
多様な人材の参画

どちらかというと地縁組織

防災・消防
福祉：見守り、支え合い
環境：草刈り
自治：自治会・町内会
伝統行事

どちらかというと
地域運営組織

移住・定住
空き家活用
耕作放棄地の解消
特産物の開発

【守り】 【攻め】

18



地域運営組織の活動例：兵庫県佐用町江川地区（11集落）
地域デマンド交通

（2010年より実証実験）

ふれあい喫茶
（旧農協店舗：ふれあいホール）

特産物加工・販売
（焼栗・じねんじょ）

廃校となった江川小学校
（ドローン学校として活用）

陰陽師の里
（七夕行列）

19

江川のロゴ入り
ビールづくり



地域運営組織の活動例：兵庫県佐用町長谷地区（６集落）
ふれあい長谷
（旧長谷小学校）

ゴトンボ荘
（古民家風新築住宅）

農業体験
（貸し農園）

バンブーマウス事業部
（開発中のトレーラー）

ファブラボ西播磨
（Uターン技術者）

20

ロケットストーブ（POCT)
・竹パウダー

キーパーソン
（Uターン）



コミュニティの状況に応じた段階別対応

21
（国土交通省「小規模・高齢化する集落の将来を考えるヒント集」をもとに作成）

【段階２】地域の「縮充」・「むらの減築」
（最小限の地域維持）

【第３段階】「むらおさめ」

時間

コミュニティの状況 【段階１】地域運営組織等による
コミュニティ維持

コミュニティの
機能維持困難

コミュニティの
機能低下

コミュニティ
消滅の恐れ

本講演の対象



町

旧町村（３地域）

地区

集落

集落内小地域

22

広島県：安芸太田町（人口：5740人）の住民自治組織

（安芸太田町資料より作成）

自治振興協議会

自治振興会

班 自治振興会班

組 組 組 班・組 班・組

班

地区レベルに自治機能を移管 地区レベルの自治組織が維持できないため
集落レベルに組織を移管



Ⅳ 地域運営組織の
構築プロセス

23



地域運営組織構築のステップ

24

機運醸成

現状把握

主体形成

＜主体形成＞
１）地域の現状理解
＝現状を正確に理解
２）危機感の共有
＝危機感の認識は立場によって異なる
３）課題の整理
＝「記憶」の文化から「記録」の文化へ
４）課題解決の主体はあくまで住民

 ＝ここが最高に重要
５）「説得」よりも「納得」
＝「改革の苦しみが後につながる」

＜現状把握＞
１）地域の実態把握

→地区カルテづくり等
２）地域の声を把握

→ヒアリング・アンケート等
３）地域組織の把握→【組織の棚卸し】
４）出役役割の把握→【仕事の棚卸し】

＜機運醸成＞
１）「何かが変わる」というムード

→機運を盛り上げる
２）「わからないから反対」の打破

→地域における入念な話し合い
３）継続的な情報発信

→言いやすいフレーズが
あるとよい

ステップ１

ステップ２

ステップ３



ステップ１：機運醸成 ①講演会・視察・話し合い

＜講演会・研修会＞ ＜視察（含：動画研修会）＞ ＜意見交換・ヒアリング＞

25



26

ステップ１：機運醸成 ②まちたんけん 「たんけん」「はっけん」「ほっとけん」



（佐用町資料より転載）

（佛子園より転載）

ステップ１：機運醸成 ③話し合い・きっかけづくり

＜「ママ友」会＞

＜佐用町：地域行事に参加＞

＜集まるためには「口実」が必要＞

27

＜まちたんけん＞



ステップ１：機運醸成 ④話し合いのやり方を工夫

28

（１）座席配置の工夫（くじ引き）
（２）総時間の限定
（３）１回あたりの発言の時間制限
（４）ホワイトボードによる記録
（５）パワーポイントによるまとめ
（６）議事記録の作成



ステップ２：現状把握 ①地区カルテづくり

29

島根県邑南町中野地区の事例

○地区内の基本データ
人口，世帯数，高齢者率等

○地域コミュニティに関する
データ
自治会数，会合数，役員数
会費，伝統行事等

○地域福祉に関するデータ
民生児童委員，サロン等

○地域農業に関するデータ
農業法人，営農組合
中山間地域等直接支払等

○学校教育に関するデータ
学校名，児童・生徒数
子ども会，行事等

○社会教育に関するデータ
公民館，生涯学習講座等

○地域防災に関するデータ
自主防災組織等



ステップ２：現状把握 ①地区カルテづくり

30

島根県邑南町中野地区の事例

○地区内の組織とその関係
コミュニティ
子育て・教育
福祉
農林漁業
防災
公的機関
事業所
各種団体
名所・旧跡
伝統行事・伝統料理

地域資源



ステップ２：現状把握 ②アンケート

31

「佐田に戻りたい」率：25％

「佐田に関わりたい」率：87％

「関わりたい人」の連絡先を
書いてもらう



ステップ２：現状把握 ②アンケート

32

豊岡市八条地区
九日市上町（かみのちょう）



33

ステップ２：現状把握 ③組織の棚卸し

（京都府資料より転載）



ステップ２：現状把握 ④仕事の棚卸し

34（京都府資料より転載）



ステップ３：主体形成 ①参画者募集

35

～「この指とまれ」を具体化していく～

奥出雲町三沢地区「トンボの会」



36

ステップ３：主体形成 ①参画者募集 豊岡市竹野町竹野南地区

部会は構成せず，課題解決「プロジェクト型」のチーム制で実施
「この指止まれ」で「やりたい」人が，「やりたい」ことを実施



37

ステップ３：主体形成 ②得意技を活かす 江津市松平（まつひら）地区

「味噌造り」なら
得意

梅採り交流

そばづくり交流

「手前味噌」
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ステップ３：主体形成 ②得意技を活かす 加西市「宇仁郷まちづくり協議会」

情報
部会

通信の発行

通信の発行

HPの運用

朝市POS

システムの
開発



（豊岡市HPより転載）

ステップ３：主体形成 ③情報共有・成果発表・顕彰（表彰）

兵庫県豊岡市地域づくり大会 佐用町「みん活」フォーラム 津山市「地域づくり推進賞」

（佐用町HPより転載） （津山市HPより転載）

39
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ポイント１：楽しみながら行う地域づくり

○組織や個人の努力では限界がある

○行政からの投げかけ，補助金ありき
制度ありきでは長続きしない

「マズいけど，満腹だけど，
おごってやるから我慢して食え！」

課題解決を目的とした地域づくり

＜平成の地域づくり＞ ＜令和の地域づくり＞

楽しみや生きがいを軸とした地域づくり

「飢えてるし，おいしいから食べる！」

○地域や個人の自尊心をくすぐる

○感謝する・される地域，
社会的評価が得られる活動

→お金とは異なる価値の共有

課題解決を楽しめる地域づくり



協力 会議の参加
メンバー

空き家
部会

住民
アンケート
ニーズ

ポイント２：地域全体ではなく個別課題に対応する人づくり

部会体制

空き家
マップ
作成

プロジェ
クト

資源活用
部会

福祉
部会

空き家
清掃
ワーク

上加茂
サロン
交流会

認知症
徘徊模擬
訓練

林間学校
企画

お宝
マップ
作成

移動の
仕組み
づくり

サポーター
募集

移動
部会

参加 地域内の
協力者

地域外の
協力者

プロジェクトの
参加

プロジェクトの

高校生

家主

スマイルちわとの連携

部会員

同じ意識を持っている
町内会員

部会リーダー

会議にも参加

大学生

みん研

各地区のサロン参加者・住民

（「みんなの集落研究所」資料に加筆）

41
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住民

土を耕し続ける必要

関係人口
中間支援・行政

大学等

「土の人」

UIターン
「風の人」

種をまく必要

「水の人」
関わる必要

ポイント３：「土の人」「風の人」「水の人」による協働の地域づくり

住民に求められることは，
「風の人」
「水の人」

を受け入れられる経験が必要

「よそ者」「若者」「ばか者」
のみでは地域づくりは
成功しない



Ⅴ 地域運営組織の活動事例
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島根県出雲市 伊野地区自治協会

44

・位置：出雲市北東端（松江市に隣接）

・人口：1,186（2023年）

・世帯数：約350世帯

・高齢化率：39.0％

・産業：農林業

・きっかけ：伊野小学校の維持

（東小・檜山小学校との統合を拒否）

・当時の児童数：46人（46÷６＝１学年７～８人）

現在の児童数：67人（67÷6＝１学年11～12人）

「持続可能な1000人の村づくり」へ

「子育てするなら伊野で」と思える
地域コミュニティづくり

伊野地区



住民主体の地域づくり

45

１．伊野地区の将来像
「みんなで支え合い，未来へつなぐ
活力あるまちづくり」

２．まちづくりの目標
「やって未来こい！ ENO暮らし2030」

E：笑顔や縁，Emotion
N：のんびり，Neighbor, New
O：おたがいさま，Original

３．ENO暮らし2030を実現するために
教育，福祉・医療・暮らし，安全・安心
農水産業，交流，情報発信，青年・学生
コミュニティの運営，移住・定住促進

（伊野地区資料より転載）



ミッション：2030年における理想の伊野地区からバックキャスティング

46

教育部会

• 小学校の維持

農業・水産業部会

• 田畑の維持（限定）

福祉・医療・暮らし部会

• 移動手段の確保

安全・安心部会

• 災害時の全員避難

情報発信部会

• 関係人口への発信

学生部会

• いの青年団の継続

（伊野地区資料より転載）



書き込んだことを発表してみましょう
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（伊野地区資料より転載）

47



書き込んだことを発表してみましょう

48（伊野地区資料より転載） 48



出雲市伊野地区：関わりしろづくり

49

■農地保全：出役ではなく自主参加または仕事

■食文化
（ちまきづくり）

■伝統行事（ひなまつり）

■伊野いち（特産品販売）



出雲市伊野地区：「ななめの関係」づくり→多様性を享受

50

■伊野べーション（大学生の関わり）

■国際ワークキャンプ
（外国人の関わり）

■児童館
（子どもと大人の関わり）

■耕作放棄地復活P（地域外住民との関わり）



Ⅵ おわりに

51



地縁型自治組織（自治会・町内会）と地域運営組織との相違

地縁型自治組織

自治会・町内会

地域運営組織
互助 共助

RMO

＜活動内容＞

＜活動主体＞

＜活動方法＞

「やらなければならないこと」
（会合・出役・神事・財産管理等）

「やりたいこと」
（選択的・地域性重視・多様性重視）

人を単位とした「この指とまれ」
（女性・若者・よそ者・やる気のある者）

決められた方法を確実に実施
（活動の硬直化⇔義務的活動）

＜合意形成＞

世帯代表を中心とした合議組織
（男性中心・年齢層高め・同一価値）

地域の実態や構成員の指向に応じて
（「内発性」の担保）

メールやSNSを用いた非接触型
（ゆるやかな結びつき→即効性）

全会一致・年功序列・暗黙の了解
（時代の変化とともに実態と乖離） 52



地縁型自治組織（自治会・町内会）と地域運営組織との関係

運営協議会

53

地域交通
運営協議会

地区社会
福祉協議会

民生委員

自主防災組織

観光協会

中学校
小学校
こども園

住民
支え
あい

防犯・防災

景観
環境
保全

交流
親睦

地域
公共
交通

地域
福祉

防犯
防災

学校
支援

＜守り＞ ＜攻め＞

移住
定住
買い物支援
特産品開発

＜事務局＞
常設事務局・
専任スタッフ

観光
交流

農業
経営

営農法人

市場

住民合意の外出し「実行組織」（法人等）
を設置することもできる

地域運営組織

自治会
町内会

連合自治会
連合町内会

地域住民にとって，地縁組織（自治会・町内会等）
との関係が最大の関心事（ポイント）

（徳久地域づくり協議会HPより転載）



ありがとうございました
作野広和（島根大学教育学部）

0852-32-6107／090-2006-9162

hsakuno@edu.shimane-u.ac.jp

https://www.edu.shimane-
u.ac.jp/staff/staff23.html
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